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研究成果の概要（和文）：本研究では、看護・介護における情報システム導入前後の実践知の表現やコミュニケ
ーションのあり方の分析を通じて、実践知の共有に重要な要件を明らかにし、ケアリングの実践知の表現と共有
のための支援モデルの構築を行うことを目的とした。ケアリングに関するコミュニケーションの分析結果に基づ
き、ケアリング体験を書き、語り、共有し、作品として継承する「新聞ワークショップ」と、その作成様式であ
るワークショップ・キットの共同デザインを行い、現場での継続的な実践を可能とした。

研究成果の概要（英文）：The aim of this study is to develop a support model for representing and 
sharing practical knowledge of caring. We analyzed the manners of representation and communication 
about caring before and after the digitalization of caring records to clarify the requirements for 
sharing practical knowledge of caring. Based on the analysis result, we developed the process and 
toolkit for “newspaper workshop”, in which nurses write, talk, share and record caring 
experiences. This made it possible to continuously share practical knowledge of caring in a 
workplace.

研究分野： 社会学、科学技術社会論、ケアリング
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
高齢化に伴う看護・介護に対するニーズの増加の反面、ケアリングの実践知共有のもたらす効果と可能性、及び
課題についての研究は全体的に不足している。本研究の支援モデルを看護・介護分野で展開することにより、人
材不足が指摘されている看護・介護分野のサービスの質向上や人材育成に寄与することができると考える。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 近年、我が国をはじめとする先進諸国の多くは急速な高齢化に直面しており、高齢者の生活
を支える看護・介護の重要性が高まっている。看護・介護においては、身体的支援はもとより、
患者・被介護者の尊厳・気持ちを大切にし、その想いを援助行動に届けようとすること（以降、
ケアリング）が重要とされる。医療行為が臨床データ等、より客観的なエビデンス・指標に基
づく実践を指向していることに対し、ケアリングには、患者・被介護者の生活背景やありたい
姿、感情の機微等の理解が重要となる。 
 一方、高齢者の増加に伴う看護・介護に対するニーズの増加と、そのニーズに対応するため
の人材不足を背景に、患者・被介護者の理解のための時間が短くなっている。また、医療・看
護・介護業務の複雑化とそれに対応するための分業化・チーム対応により、ケアリングに必要
な情報も分散化する傾向にある。これに対し、情報共有を図るための電子カルテに代表される
医療情報システムの多くは、客観的・定型的な情報を取り扱うことを指向しており、個別の患
者・被介護者に配慮したケアリングの実現への貢献が不十分である。そこで必要となるのが、
患者・被介護者との関係構築の中で得た体験に基づく情報・知識やケアに向かう姿勢（以降、
ケアリングの実践知）を共有することである。 
 日常的な実践知の共有には情報システムの活用が有効だが、現状のシステムは職員の的確な
情報把握のための認知支援が不足していることが指摘されていた。また、本研究に至る前の予
備調査においても、医療情報システムの導入を通じて、主観的な体験の表現・共有が困難にな
ったという指摘がなされた。一方、紙媒体ではケアリングの実践知の表現がより容易だったと
いう指摘もあり、電子化以前の表現・コミュニケーション方法の中に、現場の状況に合わせた
ケアリングの実践知の共有に有効な特徴が存在していた可能性が示唆されていた。 
 
２．研究の目的 
以上の背景を踏まえ、本研究では、看護・介護における情報システム導入前後の実践知の表

現やコミュニケーションのあり方の分析を通じて、実践知の共有に重要な要件を明らかにし、
ケアリングの実践知の日常的な表現と共有のための支援モデルの構築を行うことを目的とした。
本研究の支援モデルを看護・介護分野で展開することにより、人材不足が指摘されている看護・
介護分野のサービスの質向上や人材育成に寄与することができると考えた。 

 
３．研究の方法 
 以上の目的を踏まえ、下記の方法で研究を遂行した。 
(1) ケアリングの実践知共有の現状分析 
 まず、ケアリングの実践現場である大学病院において、ケアリングに資する情報共有の内容・
方法の、電子化前後における変化を分析し、ケアリングの実践知の共有において重要な要件を
明らかにした。 
 調査方法として、ケアリングを担当する看護職員を対象としたインタビュー、対象媒体を用
いた模擬ワークショップを採用した。実際に情報媒体により媒介され、共有された実践知に加
え、口頭で行われる伝達や、十分に共有できていない実践知についても調査を実施した。 
 
(2) ケアリングの実践知の表現形式・方法の開発 
 上述の分析結果を踏まえ、日常業務の中で導入可能なケアリングの実践知の表現形式・方法
の開発を行った。 
まず、日常業務の中でケアリングの実践知を情報システム上で表現可能な表現形式の開発を

行った。本研究メンバーがこれまでに開発した、スケッチやデジタル端末を用いた構成表現法
を組み合わせて業務経験を表現・共有する、表現ワークショップ手法を拡張・適用し、職員が
活用可能な実践知の表現形式・方法を、職員と共にデザインを行った。同表現形式・方法の開
発を継続して実施することで、ケアリング実践知の表現カタログとして整理できるものを目指
した。本カタログは、表現形式と、対応する実践知の諸要素の組み合わせで構成されるものを
目標とした。 
 
(3) ケアリングの実践知の表現・共有支援モデルの構築 
 上記の表現形式を実装した情報システムのプロトタイピングを行った。ケアリングを実践す
る職員が同システムを活用することによる、現場での実践知の表現・共有の変化を評価すると
共に、現場のニーズに合わせ、職員が自律的に表現形式や共有方法を発展させることが可能な
支援モデルを構築することを目指した。また、開発した支援モデルの導入方法についても実践
を通じて検討を行った。実践知表現の現場適合とケアリングの継続的な質向上を目指し、表現
形式を現場の中で自律的に発展させていくためのプロセスとその要件（例えば定期的に行うべ
きトレーニングや情報システム上の工夫等）についての検討を行った。 
 
 以上のプロセスで、様々な現場に適応する形でケアリングの実践知の共有を支援する具体的
な方法を実現することを目指した。 
 
 



４．研究成果 
(1) ケアリングの実践知共有の現状分析 
連携先の大学病院において、ケアリングの電子化の前後における変化を把握するため、勤続

年数や年齢の異なる看護師を対象に、看護業務とその記録についての半構造化インタビューと
二度の模擬ワークショップを行い、看護業務における紙カルテと電子カルテの使い方の違いを
比較・分析した。その結果、電子化を通じて行われた、業務の標準化・テンプレート化により、
業務記録の効率化が行われた反面、看護計画作成時や退院後の看護実践についてのサマリー作
成時に求められた、自身の看護の振り返りと形式化、先輩看護師によるレビューの機会が減少、
または変化していることが指摘された。このことが、各看護師の成長機会，特に患者への想い
を育む点に影響を与えている可能性が示唆された。 
また、看護業務における心に残る体験に関するワークショップを行い、日々の業務において

欠くことのできない、患者や同僚に対する思い等、看護業務における主観性の重要性が明らか
になった。このことから、ケアリングの実践知の共有においては、体験の語りに導かれる思い
の表出が重要な要件であるという知見を導き出した。 
 
(2) ケアリングの実践知の表現形式・方法の開発 
 本分析を踏まえ、最初にケアリングにおける体験とその振り返りを簡易に記録する実践知テ
ンプレートのプロトタイプ作成に着手した。看護師との共同デザインを通じ、最終的に、看護
師が心に残っている看護体験を書き、語り、共有し、作品として継承する「新聞ワークショッ
プ」と、その作成様式である「新聞ワークショップ・キット」の作成が行われた。本ワークシ
ョップでは、複数の看護体験を表す作文等を１枚の模造紙に取りまとめ、その体験と気づき・
感想を参加者間で共有する。実践と体験、その概念化と共有がワークショップのプロセス、並
びに表現形式に織りこまれており、看護師同士で体験を共有する上で優れたツールであること
が確認された。また、本実践の結果を冊子形式にまとめ、実践経験に基づく知を共有するカタ
ログのプロトタイピングも行うことができた。 
 
(3) ケアリングの実践知の表現・共有支援モデルの構築 
 実践知テンプレートのプロトタイピングの過程において、タブレットを使った実践知記録ア
プリケーションの試作や動画を使った体験共有のコンセプトデザインを実施した。これらのデ
ジタル化の試みは、研究期間終了の段階では現場業務に受け入れられるレベルに達していない
が、上述の新聞ワークショップは、手法として研究者の手を離れ、現場で継続的に運用できる
段階に至ることができた。また、本段階に至るまでのデザイン過程の分析を行い、現場主導に
至るまでのプロジェクト内の役割の変化とその意義を明らかにした。(1)の分析も踏まえ、同ワ
ークショップの効果的な電子化とそのあり方の検討が今後の課題として挙げられる。 
 
本研究を通じ、ケアリングの実践知を表現・共有する新しい実践的な方法を構築することが

できた。本手法は、看護現場への適用はもとより、他のケアリングの現場への適用も考えられ
る。また、近年政策的に進められている地域包括ケアにおいて、訪問看護・介護の支援、並び
に NPO や家族に対するケアリングの考え方の啓発・教育や情報共有への活用も想定される。 
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